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(57)【要約】
【課題】プラズマディスプレイのガラスパネルや電子機器の放熱板等の貼り合わせに用い
る、高い熱伝導性と、高い接着強度、高い接着信頼性とを有する熱伝導性熱可塑性接着剤
組成物を提供する。
【解決手段】（Ａ）平均官能基数１．５～２．２個のエポキシ樹脂、（Ｂ）エポキシ基と
反応し得る官能基を２個有するアミン系化合物、フェノール系化合物及びチオール系化合
物からなる群より選択される少なくとも１種の化合物、及び、（Ｃ）黒鉛を含有する熱伝
導性熱可塑性接着剤組成物。
【選択図】　　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）平均官能基数１．５～２．２個のエポキシ樹脂、
（Ｂ）エポキシ基と反応し得る官能基を２個有するアミン系化合物、フェノール系化合物
及びチオール系化合物からなる群より選択される少なくとも１種の化合物、及び、
（Ｃ）黒鉛
を含有することを特徴とする熱伝導性熱可塑性接着剤組成物。
【請求項２】
黒鉛の含有量が３０～７５重量％であることを特徴とする請求項１記載の熱伝導性熱可塑
性接着剤組成物。
【請求項３】
黒鉛は、人造黒鉛であることを特徴とする請求項１又は２記載の熱伝導性熱可塑性粘着剤
組成物。
【請求項４】
黒鉛は、ジブチルフタレート吸油量が３０～２００ｍＬ／１００ｇであることを特徴とす
る請求項１、２又は３記載の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物。
【請求項５】
レーザー回折法による測定される黒鉛の平均粒子径が、０．５～２５０μｍであることを
特徴とする請求項１、２、３又は４記載の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物。
【請求項６】
黒鉛は、平均アスペクト比が１．１～３０であることを特徴とする請求項１、２、３、４
又は５記載の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物。
【請求項７】
請求項１、２、３、４、５又は６記載の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物からなることを特
徴とするプラズマディスプレイパネル用接着剤。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、プラズマディスプレイのガラスパネルや電子機器の放熱板等の貼り合せに用い
る熱伝導性に優れた熱可塑性接着剤組成物に関し、更に詳細には、高い熱伝導性と、高い
接着強度、高い接着信頼性とを有し、解体性にも優れる接着剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
プラズマディスプレイパネル、高輝度ＬＥＤ基板、高性能ＣＰＵ等は、発熱量が大きいこ
とから、その温度を低下させる方法が検討されている。なかでも、プラズマディスプレイ
パネルでは、発熱によってガラスパネルに温度むらが生じると、画面の色むらの原因とな
ることから、何らかの方法により温度を低下させることが必要である。
【０００３】
一般にプラズマディスプレイパネルの温度低下方法としては、ガラスパネルとアルミや鉄
等の金属フレームとを、熱伝導性を有する両面粘着テープで貼り合せる方法が採用されて
いる。該熱伝導性を有する両面粘着テープによりガラスパネルで発生した熱を金属フレー
ムに伝導して放熱することにより、ガラスパネル内の温度上昇を抑え、温度の不均一化を
抑制し、画面の色むらを抑制することができる。
【０００４】
例えば特許文献１には、黒鉛を液状ゴム、スチレン系ゴム又は非晶性オレフィン樹脂、粘
着付与樹脂に配合した熱伝導性熱可塑性粘着剤組成物と、これを用いた熱伝導性シートが
記載されている。特許文献１に記載された熱伝導性シートは、高い熱伝導性を有しプラズ
マディスプレイのガラスパネルや、電子機器の放熱板等の接着に好適であるとされている
。更に、特許文献１に記載された熱伝導性シートは、製品のリペア時や製品のライフサイ
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クル終了後には、加熱により容易に解体することができるという特徴も有する。
【０００５】
プラズマディスプレイは、年々大型化して、その発生熱量も大きくなっている。また、家
庭用テレビに用いられるプラズマディスプレイは、１日のうちで何回も使用による発熱と
、スイッチを切った時の冷却が繰り返されることから、極めて過酷な熱履歴を経ても高い
接着信頼性を発揮できることが求められる。更に、直射日光のあたる屋外での使用も想定
されるなど、プラズマディスプレイの使用環境も多様化している。
特許文献１に記載された熱伝導性シートでは、このような過酷な条件下での高い接着信頼
性は得られないという問題があった。そこで、高い熱伝導性と、高い接着強度、高い接着
信頼性とを有し、解体性にも優れる接着剤組成物が求められていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際公開第０７／１４８７２９号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
本発明は、プラズマディスプレイのガラスパネルや電子機器の放熱板等の貼り合わせに用
いる、高い熱伝導性と、高い接着強度、高い接着信頼性とを有する熱伝導性熱可塑性接着
剤組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本発明は、（Ａ）平均官能基数１．５～２．２個のエポキシ樹脂、（Ｂ）エポキシ基と反
応し得る官能基を２個有するアミン系化合物、フェノール系化合物及びチオール系化合物
からなる群より選択される少なくとも１種の化合物、及び、（Ｃ）黒鉛を含有する熱伝導
性熱可塑性接着剤組成物である。
以下に本発明を詳述する。
【０００９】
（Ａ）平均官能基数１．５～２．２個のエポキシ樹脂と、（Ｂ）エポキシ基と反応し得る
官能基を２個有するアミン系化合物、フェノール系化合物及びチオール系化合物からなる
群より選択される少なくとも１種の化合物とを含有する接着剤組成物の硬化物は、エポキ
シ樹脂本来の高い接着性と接着信頼性とを有する一方、熱可塑性をも有するという特異な
性質を有する。本発明者は、この接着剤組成物に、更に（Ｃ）黒鉛を配合した熱伝導性熱
可塑性接着剤組成物は、高い熱伝導性と、高い接着強度、高い接着信頼性とを発揮できる
とともに、製品のリペア時や製品のライフサイクル終了後には、加熱により容易に解体す
ることができることを見出し、本発明を完成した。
【００１０】
本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物は、（Ａ）平均官能基数１．５～２．２個のエポ
キシ樹脂、（Ｂ）エポキシ基と反応し得る官能基を２個有するアミン系化合物、フェノー
ル系化合物及びチオール系化合物からなる群より選択される少なくとも１種の化合物、及
び、（Ｃ）黒鉛を含有する。
【００１１】
上記平均官能基数１．５～２．２個のエポキシ樹脂とは、２官能エポキシ樹脂を主成分と
して、必要に応じて１官能エポキシ樹脂や３官能以上のエポキシ樹脂を配合したエポキシ
樹脂又はエポキシ樹脂混合物を意味する。エポキシ樹脂の平均官能基数が１．５個未満で
あると、充分な接着強度や接着信頼性が得られず、２．２個を超えると、熱可塑性が小さ
くなり、加熱しても解体することが困難となる。エポキシ樹脂の平均官能基数の好ましい
下限は１．８個、好ましい上限は２個である。
なお、本明細書において平均官能基数とは、エポキシ樹脂１分子当たりが有するエポキシ
基の数を意味する。
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【００１２】
上記２官能エポキシ樹脂は、例えば、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂や、ビスフェノー
ルＦ型エポキシ樹脂や、２官能のフェノールノボラック型エポキシ樹脂や、ビスフェノー
ルＡＤ型エポキシ樹脂や、ビフェニル型エポキシ樹脂や、２官能のナフタレン型エポキシ
樹脂や、２官能の脂環式エポキシ樹脂や、ジグリシジルフタレート、ジグリシジルテトラ
ヒドロフタレート、ダイマー酸ジグリシジルエステル等な２官能のグリシジルエステル型
エポキシ樹脂や、ジグリシジルアニリン、ジグリシジルトルイジン等の２官能のグリシジ
ルアミン型エポキシ樹脂や、２官能の複素環式エポキシ樹脂や、２官能のジアリールスル
ホン型エポキシ樹脂や、ヒドロキノンジグリシジルエーテル、２，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブ
チルヒドロキノンジグリシジルエーテル、レゾルシンジグリシジルエーテル等のヒドロキ
ノン型エポキシ樹脂や、ブタンジオールジグリシジルエーテル、ブテンジオールジグリシ
ジルエーテル、ブチンジオールジグリシジルエーテル等の２官能のアルキレングリシジル
エーテル系化合物や、１，３－ジグリシジル－５，５－ジアルキルヒダントイン、１－グ
リシジル－３－（グリシドキシアルキル）－５，５－ジアルキルヒダントイン等の２官能
のグリシジル基含有ヒダントイン化合物や、１，３－ビス（３－グリシドキシプロピル）
－１，１，３，３－テトラメチルジシロキサン、α，β－ビス（３－グリシドキシプロピ
ル）ポリジメチルシロキサン等の２官能のグリシジル基含有シロキサンや、これらの変性
物等が挙げられる。これらの２官能エポキシ樹脂は単独で用いてもよく、２種以上を併用
してもよい。なかでも、反応性及び作業性の点から、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、
ビスフェノールＦ型エポキシ樹脂が好適である。
【００１３】
上記２官能エポキシ樹脂は、上記エポキシ樹脂の主成分となるものである。
上記エポキシ樹脂中に占める上記２官能エポキシ樹脂の含有量の好ましい下限は５０重量
％である。上記２官能エポキシ樹脂の含有量が５０重量％未満であると、充分な接着強度
や接着信頼性と解体性との両立が困難となることがある。上記２官能エポキシ樹脂の含有
量のより好ましい下限は８０重量％である。
【００１４】
上記１官能エポキシ樹脂は、反応性希釈剤としての役割を有し、本発明の熱伝導性熱可塑
性接着剤組成物の粘度を調整する役割を有する。ただし、上記１官能エポキシ樹脂を大量
に配合すると本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤の接着強度や接着信頼性を損なうことがあ
るので、配合は本発明の目的を損なわない範囲としなければならない。
上記１官能エポキシ樹脂は、例えば、ｔｅｒｔ－ブチルフェニルグリシジルエーテル、２
－エチルヘキシルグリシジルエーテル、アリルグリシジルエーテル、フェニルグリシジル
エーテル、３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメ
チルジメトキシシラン、１－（３－グリシドキシプロピル）１，１，３，３，３－ペンタ
メチルジシロキサン、Ｎ－グリシジル－Ｎ，Ｎ－ビス［　３－（トリメトキシシリル）プ
ロピル］　アミン等のモノグリシジル化合物や、２－（３，４－エポキシシクロヘキシル
）エチルトリメトキシシラン等のモノ脂環式エポキシ化合物等が挙げられる。これらの１
官能エポキシ樹脂は単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００１５】
上記３官能以上のエポキシ樹脂を併用することにより、本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤
組成物による接着強度や接着信頼性をより向上させることができる。ただし、上記３官能
以上のエポキシ樹脂を大量に配合すると本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物の解体性
を損なうことがあるので、配合は本発明の目的を損なわない範囲としなければならない。
上記３官能以上のエポキシ樹脂は、例えば、３官能以上のフェノールノボラック型エポキ
シ樹脂や、３官能以上の脂環式エポキシ樹脂や、３官能以上のグリシジルエステル型エポ
キシ樹脂や、テトラグリシジルジアミノジフェニルメタン、トリグリシジル－ｐ－アミノ
フェニルメタン、トリグリシジル－ｍ－アミノフェニルメタン、テトラグリシジル－ｍ－
キシリレンジアミン等の３官能以上のグリシジルアミン型エポキシ樹脂や、３官能以上の
複素環式エポキシ樹脂や、３官能以上のジアリールスルホン型エポキシ樹脂や、グリセリ
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ントリグリシジルエーテル、トリメチロールプロパントリグリシジルエーテル、ペンタエ
リスリトールテトラグリシジルエーテル等の３官能以上のアルキレングリシジルエーテル
系化合物や、３官能以上のグリシジル基含有ヒダントイン化合物や、３官能以上のグリシ
ジル基含有シロキサンや、これらの変性物等が挙げられる。これらの３官能以上のエポキ
シ樹脂は単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００１６】
本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物は、黒鉛を含有する。
上記黒鉛は、熱伝導材としての役割を果たすものである。
上記黒鉛は特に限定されず、例えば、天然黒鉛であっても、人造黒鉛であってもよい。な
かでも人造黒鉛は純度が高く灰分が少ないことから好適である。
【００１７】
上記黒鉛の平均粒子径の好ましい下限は０．５μｍ、好ましい上限は２５０μｍである。
上記黒鉛の平均粒子径が０．５μｍ未満であると、本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤の粘
度が高くなり、塗工性が悪くなることがあり、２５０μｍを超えると、熱伝導率は良好に
なるものの、接着信頼性が低下することがある。上記黒鉛の平均粒子径のより好ましい下
限は１μｍ、より好ましい上限は２００μｍであり、更に好ましい下限は５μｍ、更に好
ましい上限は１５０μｍである。
なお、本明細書において黒鉛の平均粒子径は、レーザー回折法により測定される平均粒子
径を意味する。
【００１８】
上記黒鉛の形状は特に限定されないが、鱗片状、針状、又はその混合物を用いると、本発
明の熱伝導性熱可塑性接着剤の塗布性と、接着後の接着信頼性とを両立させることができ
る。
なかでも、平均アスペクト比が１．１～３０である黒鉛を含有することが好ましい。この
ような平均アスペクト比の黒鉛は、上記エポキシ樹脂中において黒鉛同士がより接触し易
くなり、より高い熱伝導性を発揮することができる。更に、黒鉛の長径方向を揃えること
により、異方熱伝導性を発揮することもできる。
上記黒鉛の平均アスペクト比が１．１未満であると、熱伝導性向上効果や異方熱伝導性が
得られないことがあり、３０を超えると、本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤の粘度が高く
なり、塗工性が悪くなることがある。上記黒鉛のアスペクト比のより好ましい下限は１．
２、より好ましい上限は２０であり、更に好ましい下限は１．５、更に好ましい上限は１
０であり、特に好ましい下限は２、特に好ましい上限は５である。
【００１９】
なお、本明細書において黒鉛の平均アスペクト比とは、黒鉛を電子顕微鏡で写真撮影し、
無作為に抽出した５０個の黒鉛粒子画像から求めたアスペクト比の平均値を意味する。ま
た、黒鉛のアスペクト比は、個々の黒鉛粒子画像の最大長と最大長に対する垂直長の比率
、すなわち、アスペクト比＝（最大長）／（最大長に対する垂直長）の式から求められる
黒鉛の針状度を表す。ここで、最大長に対する垂直長は、とり得る最小の値とする。
【００２０】
上記黒鉛は、ジブチルフタレート（ＤＢＰ）吸油量の好ましい下限が３０ｍＬ／１００ｇ
、好ましい上限が２００ｍＬ／１００ｇである。上記黒鉛のＤＢＰ吸油量が３０ｍＬ／１
００ｇ未満であると、接着信頼性が低下することがあり、２００ｍＬ／１００ｇを超える
と、本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤の粘度が高くなり過ぎることがある。上記黒鉛のＤ
ＢＰ吸油量のより好ましい下限は５０ｍＬ／１００ｇ、より好ましい上限は１６０ｍＬ／
１００ｇであり、更に好ましい下限は６０ｍＬ／１００ｇ、更に好ましい上限は１４０ｍ
Ｌ／１００ｇである。
【００２１】
上記黒鉛の配合量は、本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤の全質量に対して好ましい下限が
３０重量％、好ましい上限が７５重量％である。上記黒鉛の配合量が３０質量％未満であ
ると、熱伝導性が不充分となることがあり、７５重量％を超えると、本発明の熱伝導性熱
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可塑性接着剤の粘度が高くなり、塗工性が悪くなることがある。上記黒鉛の配合量のより
好ましい下限は３５重量％、より好ましい上限が６５重量％であり、更に好ましい下限は
４０重量％、更に好ましい上限が６０重量％である。
【００２２】
本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物は、更に、エポキシ基と反応し得る官能基を２個
有するアミン系化合物、フェノール系化合物及びチオール系化合物からなる群より選択さ
れる少なくとも１種の化合物を含有する。これらの化合物は、エポキシ樹脂に対する硬化
剤として働く。エポキシ基と反応し得る官能基を２個有する硬化剤を用いることにより、
得られる硬化物は網目状のポリマーとならずに直鎖状のポリマーとなることから、エポキ
シ樹脂硬化物の高い接着信頼性を有しながら、高い熱可塑性、即ち優れた解体性をも発揮
することができる。
【００２３】
上記エポキシ基と反応し得る官能基を２個有するアミン系化合物は、例えば、ピペラジン
、ドデシルアミン、ベンジルアミン、ジメチルアミノプロピルアミン等が挙げられる。
上記エポキシ基と反応し得る官能基を２個有するフェノール系化合物は、例えば、カテコ
ール、レゾルシン、ヒドロキノン等のベンゼン環を１個有する一核体芳香族ジヒドロキシ
化合物類や、ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン（ビスフェノールＡ）、ビス（４
－ヒドロキシフェニル）メタン（ビスフェノールＦ）、ビス（４－ヒドロキシフェニル）
エタン（ビスフェノールＡＤ）等のビスフェノール類や、ジヒドロキシナフタレン等の縮
合環を有する化合物や、ジアリルレゾルシン、ジアリルビスフェノールＡ、トリアリルジ
ヒドロキシビフェニル等のアリル基を導入した２官能フェノール化合物や、ジブチルビス
フェノールＡ等が挙げられる。
上記エポキシ基と反応し得る官能基を２個有するチオール系化合物は、例えば、エチレン
グリコールビスチオグリコレート、エチレングリコールビスチオプロピオネート等が挙げ
られる。
これらのアミン系化合物、フェノール系化合物及びチオール系化合物は単独で用いてもよ
く２種以上を併用してもよい。
【００２４】
上記アミン系化合物、フェノール系化合物及びチオール系化合物は、室温で液状又は半固
形状のものが好適である。また、上記アミン系化合物、フェノール系化合物及びチオール
系化合物の分子量の好ましい下限は５０、好ましい上限は１０００であり、より好ましい
下限は１００、より好ましい上限は５００である。
【００２５】
上記アミン系化合物、フェノール系化合物及びチオール系化合物の配合量は特に限定され
ないが、上記エポキシ樹脂１当量に対する好ましい下限は０．８当量、好ましい上限は１
．２当量であり、より好ましい下限は０．９当量、より好ましい上限は１．１当量である
。
【００２６】
本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物は、更に、熱可塑性樹脂からなる粒子を含有して
もよい。上記熱可塑性樹脂からなる粒子を含有することにより、耐衝撃性や解体性が向上
する。
上記熱可塑性樹脂からなる粒子の粒子径は特に限定されないが、１～２００μｍが好まし
い。この程度の粒子径の上記熱可塑性樹脂からなる粒子は、通常のフィラーと同様に接着
剤組成物の分散させることができる。
上記熱可塑性樹脂からなる粒子は、例えば、ポリエチレンパウダー、ポリ塩化ビニルパウ
ダー、熱可塑性ポリウレタンパウダー（ＴＰＵ）等が挙げられる。これらの熱可塑性樹脂
からなる粒子は単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。なかでも、熱可塑性ポ
リウレタンパウダー（ＴＰＵ）が好適である。
【００２７】
上記熱可塑性樹脂からなる粒子の配合量は特に限定されないが、好ましい下限は１０重量
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％、好ましい上限は５０重量％である。上記熱可塑性樹脂からなる粒子の配合量が１０重
量％未満であると、耐衝撃性や解体性が向上効果が得られないことがあり、５０重量％を
超えると、本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤の粘度が著しく高くなることがある。上記熱
可塑性樹脂からなる粒子の配合量のより好ましい上限は３０重量％である。
【００２８】
本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物は、更に、硬化促進剤、シランカップリング剤、
消泡剤、難燃剤、分散剤、酸化防止剤、老化防止剤、安定剤等の、一般にエポキシ樹脂組
成物に添加される成分を含有してもよい。
【００２９】
本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物の製造方法は特に限定されず、従来公知の方法を
採用することができる。
【００３０】
本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物は、高い熱伝導性と、高い接着強度、高い接着信
頼性とを発揮できるとともに、製品のリペア時や製品のライフサイクル終了後には、加熱
により容易に解体することができる。
本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物は、プラズマディスプレイパネル、高輝度ＬＥＤ
基板、高性能ＣＰＵ等の発熱量が大きい部材を接着し、その放熱を促進する用途に用いる
ことができる。なかでも、プラズマディスプレイパネルにおけるガラスパネルと金属フレ
ームとの接着に用いるプラズマディスプレイパネル用接着剤として好適である。
本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物からなるプラズマディスプレイパネル用接着剤も
また、本発明の１つである。
【００３１】
本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物は、接着する部材に直接塗工して接着に供する。
また、本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物は、ダイコーターやプレス機等の従来公知
の装置を用いて、離型処理が施されたプラスチックフィルムや紙等の基材に任意の形状に
塗工した後、貼り合せする箇所に転写して用いることもできる。本発明の熱伝導性熱可塑
性接着剤組成物は、熱伝導シートの形でも好適に用いることができる。
【００３２】
本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物の塗工方法は特に制限されず、例えば、プラズマ
ディスプレイのガラスパネルのような平面の部材に均一に塗布する場合には、カーテンコ
ータやロールコータなどを用いることができる。また、ドット状やビード状、スパイラル
状等の特定の形状に塗工する必要がある場合には、溶融タンク、保温ホース、塗工ノズル
からなるアプリケーター等を用いて、該塗工ノズルから必要な部位に塗工することができ
る。
【００３３】
本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物が平均アスペクト比が１．１～３０である黒鉛を
含有する場合には、本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物を塗工する際に、黒鉛が配向
させるせん断応力かけることにより、高い異方熱伝導性を発揮させることができる。例え
ば、プラズマディスプレイパネルにおけるガラスパネルと金属フレームとの接着を行う際
に、ガラスパネル面に対して垂直方向に黒鉛が配向するように塗工することにより、高い
異方熱伝導性を発揮させ、より速やかにガラスパネルの表面温度を均一化することができ
る。
【００３４】
上記黒鉛が配向させるせん断応力かける塗工方法としては特に限定されず、例えば、塗工
ノズルとガラスパネル等の塗布面との位置を相対的に面方向に移動させながらビード塗工
を行う方法や、塗布ロールの周速と塗布面の移動速度とに速度差をつけたロールコート法
により塗工を行う方法等の、接着剤組成物を塗工面の平行方向に変形させながら塗工する
方法が挙げられる。また、本発明の粘接着剤組成物を一定の厚さを有するブロック状体又
はシート状体の成形した後、該成形体を２本のロールの間に１回又は複数回通過させて延
伸処理を施す方法が挙げられる。本発明の熱伝導性熱可塑性接着剤組成物は、溶融塗布時
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には粘性が低いことから、黒鉛を配向させることが特に容易である。
【発明の効果】
【００３５】
本発明によれば、プラズマディスプレイのガラスパネルや電子機器の放熱板等の貼り合わ
せに用いる、高い熱伝導性と、高い接着強度、高い接着信頼性とを有する熱伝導性熱可塑
性接着剤組成物を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
以下に実施例を挙げて本発明の態様を更に詳しく説明するが、本発明はこれら実施例のみ
に限定されるものではない。
【００３７】
（実施例１）
２官能エポキシ樹脂（旭チバ社製「ＡＥＲ２６０」、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、
数平均分子量３８０）１００重量部に対して、硬化促進剤としてトリトリルホスフィン（
北興化学社製「ＴＯＴＰ」）１重量部を加えて１００℃で溶解させた後、硬化剤としてウ
ルトライトＰ（本州化学社製、主成分ジブチルビスフェノールＡ）１０２重量部を加えて
混合した。更に、黒鉛としてＧ１５０（中越黒鉛工業所製、人造黒鉛、レーザー回折法に
より測定した平均粒子径は約１００μｍ、平均アスペクト比３．４）を１６０重量部加え
て混合して、熱伝導性熱可塑性接着剤組成物を得た。
得られた熱伝導性熱可塑性接着剤組成物を、塗工アプリケーターを用いて、ポリエチレン
テレフタレート（ＰＥＴ）セパレーター上に加熱硬化後の厚みが１ｍｍになるように塗工
した後、１３０℃オーブン中で１時間加熱硬化させて、厚み１ｍｍの熱伝導シートを得た
。
【００３８】
（実施例２）
黒鉛としてＵＦ－Ｇ３０（昭和電工株式会社製、人造黒鉛、レーザー回折により測定した
平均粒子径は約１０μｍ、平均アスペクト比３．６）を１６０重量部を用いた以外は実施
例１と同様の方法により、熱伝導性熱可塑性接着剤組成物及び熱伝導シートを得た。
【００３９】
（実施例３）
２官能エポキシ樹脂（旭チバ社製「ＡＥＲ２６０」、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、
数平均分子量３８０）１００重量部に対して、硬化促進剤としてテトラメチルアンモニウ
ムクロライド（日本特殊化学工業社製）０．１重量部を加えて１００℃で溶解させた後、
硬化剤としてエチレングリコールビスチオグリコレート（淀化学社製「ＥＧＴＧ」）５８
重量部を加えて混合した。更に、黒鉛としてＧ１５０を１２９重量部加えて混合して熱伝
導性熱可塑性接着剤組成物を得た。
得られた熱伝導性熱可塑性接着剤組成物を用いた以外は実施例１と同様にして、熱伝導性
シートを作製した。
【００４０】
（比較例１）
液状ゴムであるクラプレンＬＩＲ－２９０（クラレ社製、液状水添ポリイソプレンゴム、
重量平均分子量２５０００、水添率約９０％）６００重量部、スチレン系ゴムであるクレ
イトンＧ１６５０（クレイトンポリマージャパン社製、ＳＥＢＳ（スチレン／（エチレン
・ブチレン）重量比＝２９／７１）２００重量部、粘着付与樹脂であるＹＳポリスターＴ
１４５（ヤスハラケミカル社製、テルペンフェノール樹脂、軟化点１４５℃）２００重量
部、及び、ＩＲＧＡＮＯＸ１０１０（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ社製、ヒンダ
ードフェノール系老化防止剤）１０重量部を１８０℃で４時間混合してゴム組成物を調整
した。
得られたゴム組成物に、更に、黒鉛としてＧ１５０を８２６重量部を加えて混合して、接
着剤組成物を得た。
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【００４１】
（比較例２）
２官能エポキシ樹脂（旭チバ社製「ＡＥＲ２６０」、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、
数平均分子量３８０）１００重量部、１官能エポキシ樹脂（アデカ社製「ＥＤ５０９Ｓ」
、ｔｅｒｔ－ブチルフェニル、数平均分子量２０９）８２重量部及びトリトリルホスフィ
ン１．５重量部を加えて１００℃で溶解させた後、硬化剤としてウルトライトＰを１４４
重量部加えて混合した。更に、黒鉛としてＧ１５０を２６８重量部加えて混合して、熱伝
導性熱可塑性接着剤組成物を得た。
得られた熱伝導性熱可塑性接着剤組成物を用いた以外は実施例１と同様にして、熱伝導性
シートを作製した。
なお、用いたエポキシ樹脂混合物の平均官能基数は１．４である。
【００４２】
（比較例３）
２官能エポキシ樹脂（旭チバ社製「ＡＥＲ２６０」、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、
数平均分子量３８０）１００重量部、３官能エポキシ樹脂（アデカ社製「ＥＰ３９５０Ｓ
」、数平均分子量２７７）５１重量部及びトリトリルホスフィン２重量部を加えて１００
℃で溶解させた後、硬化剤としてウルトライトＰを１７９重量部加えて混合した。更に、
黒鉛としてＧ１５０を２７２重量部加えて混合して、熱伝導性熱可塑性接着剤組成物を得
た。
得られた熱伝導性熱可塑性接着剤組成物を用いた以外は実施例１と同様にして、熱伝導性
シートを作製した。
なお、用いたエポキシ樹脂混合物の平均官能基数は２．４である。
【００４３】
（比較例４）
黒鉛の代わりに、ハイジライトＨ－４２Ｍ（昭和電工社製、水酸化アルミニウム、レーザ
ー回折による平均粒子径約１．１μｍ）を用いた以外は実施例１と同様の方法により接着
剤組成物及び熱伝導シートを得た。
【００４４】
（比較例５）
黒鉛の代わりに、ＡＸ－１１６（マイクロン社製、球状アルミナ、レーザー回折法により
測定した平均粒子径は２０μｍ）を用いた以外は実施例１と同様の方法により接着剤組成
物及び熱伝導シートを得た。
【００４５】
（評価）
実施例及び比較例で得られた熱伝導性シートについて、以下の方法により評価を行った。
結果を表１に示した。
【００４６】
（１）熱伝導率の測定
熱伝導性シートを直径５０ｍｍの円形に打ち抜き、ＡＳＴＭ　Ｅ　１５３０に準拠した方
法により、２３℃における厚み方向の熱伝導率を測定した。
熱伝導性シートを１０枚重ね、面方向と垂直方向とに１ｍｍ厚さとなるようにスライスし
、スライスしたシートを直径５０ｍｍの円形に打ち抜き、ＡＳＴＭ　Ｅ　１５３０に準拠
した方法により、２３℃における水平方向の熱伝導率を測定した。
【００４７】
（２）接着信頼性の評価
熱伝導性シートを幅２．５ｃｍ、長さ２．５ｃｍに切断し、１３０℃のホットプレート上
で加熱した幅２．５ｃｍ、長さ１０ｃｍ、厚さ０．５ｍｍのアルミニウム板上に置いた。
同様に予め１３０℃のホットプレート上で加熱しておいた、同じ大きさで厚み０．５ｍｍ
のもう１枚のアルミニウム板を、熱伝導性シートを覆うように置き、軽く圧着し、冷却し
て、試験片を調製した。
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得られた試験片を８０℃、相対湿度６０％の雰囲気下で１６８時間放置して、劣化促進試
験を行った。劣化促進試験後の試験片を引張試験器を用いて、薄い方のアルミ板を１８０
度剥離するように剥離試験を実施し、剥離時の強度を測定した。
【００４８】
（３）解体性の評価
上記（２）接着信頼性と同様にして試験片を調製した。
得られた試験片に１３０℃の温度をかけ、温度が下がる前に試験片の両端を手袋を着用し
た両手で引張り、解体性を確認した。２片のアルミ板が容易に分離できたものを「○」、
解体に強い力を要するか又は解体が困難であったものを「×」と評価した。
【００４９】
【表１】

【産業上の利用可能性】
【００５０】
本発明によれば、高い熱伝導性と、高い接着強度、高い接着信頼性とを有し、解体性にも
優れる接着剤組成物を提供することができる。
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